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午前10時２分 開会

○小杉直委員長 それでは、ただいまから第

２回新幹線対策特別委員会を開催いたしま

す。

今回は執行部を交えた最初の委員会であり

ますので、一言ごあいさつ申し上げます。

委員の皆様方の御推挙により、委員長を仰

せつかることになりました小杉でございま

。 、す 井手副委員長の御協力をいただきながら

本委員会の円滑な運営に努めてまいりたいと

考えておりますので、どうかよろしくお願い

申し上げます。

さて、本委員会は、九州新幹線に関する件

が付託されております。御案内のとおり、九

州新幹線につきましては、平成22年度末の全

線完成を目指して鋭意工事が進められており

ます。また、新幹線を生かした熊本づくりに

つきましては、新幹線くまもと創りプロジェ
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クト推進本部において検討され、開業までの

取り組みが進められているところでございま

す。

当委員会といたしましても、各施策につき

まして審議を通してよりよい方向へ導くため

に、委員各位の積極的な御意見を期待申し上

げたいと思います。どうか１年間よろしくお

願い申し上げます。

なお、今回も基礎資料を準備しました。前

回から引き続きお持ちの委員もおられると思

いますが、一部資料の入れかえもあっており

、 。ますので 新しい冊子をお配りいたしました

このため前年度の資料については回収させて

いただきたいと思います。

それでは、審議に入りますが、今回は新メ

ンバーによる初めての審議であり、関係部課

の事業概要を主として審議を行う予定にして

おります。

まず、初めに、関係職員の紹介を受けたい

と思います。

前列の皆様について、自席から自己紹介を

。 、 、お願いします なお 後列の職員については

配付資料の中の職員名簿によって紹介にかえ

させていただきます。

それでは、順次お願いします。

（名簿に従い、課長以上が自己紹介）

○小杉直委員長 次に、執行部を代表して、

小宮地域振興部長からあいさつ及び概要説明

をお願いします。

○小宮地域振興部長 委員会開会に当たりま

して、執行部を代表いたしまして、ごあいさ

つ及び本委員会の付託案件の概要につきまし

て御説明を申し上げます。

小杉委員長、井手副委員長を初め委員の皆

様方におかれましては、これから１年間、九

州新幹線に関する諸問題につきまして御審議

をいただくわけでございますが、県政の重要

課題でもございますし、執行部といたしまし

ても一生懸命取り組んでまいる所存でござい

ますので、どうぞよろしく御指導のほどお願

い申し上げます。

それでは、付託案件の概要について御説明

を申し上げます。

九州新幹線鹿児島ルートにつきましては、

平成22年度末の全線完成を目指し工事が着々

と進められております。既に玉名トンネルな

ど９本が貫通するとともに、宇土市以南や玉

東町周辺では高架橋が姿をあらわし、路盤工

事は約６割の進捗でございます。

こうした中、鉄道・運輸機構におきまして

は、新幹線の熊本駅や新玉名駅について、県

民の意見などを踏まえた駅舎デザインが公表

され、今後実施設計を進め工事に着手すると

ころとなってございます。

県といたしましては、熊本の玄関口である

熊本駅周辺の街路整備や連続立体交差事業等

の整備につきましても、引き続き全力で取り

組んでまいる所存でございます。

平成19年度の九州新幹線鹿児島ルートの事

業費におきましては、昨年度の840億円を上

回る1,045億円が確保されておりまして、そ

のうち本県へは483億円が配分されることと

なってございます。今後は一日も早い鹿児島

ルートの全線の完成に向け、関係機関と連携

し県議会の御支援をちょうだいしながら、平

成20年度以降も必要な事業費の確保に向けて

要望活動等を実施してまいりたいと考えてお

ります。

また、九州新幹線の東京・大阪方面への直

通運転の実現に関しましては、九州地方知事

会や九州新幹線建設促進期成会等におきまし

て、機会あるごとに要望を行ってきておりま

したが、ＪＲ九州は 「大阪方面への直通運、

転実現に向けて現在ＪＲ３社で検討を進めて

いる」という旨を表明しているところでござ

います。県といたしましては、直通運転を初

めとする利便性の高い運行形態の実現に向け

て、ＪＲ３社に対して今後とも働きかけを行

ってまいりたいと考えております。
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次に、九州新幹線を活用した熊本づくりに

つきましては、昨年５月に 「新幹線くまも、

と創り戦略及び新幹線くまもと創りプロジェ

クト」を策定・公表いたしまして、県内各地

でプロジェクトに掲げられたさまざまな具体

的な取り組みが動き出しております。

また、昨年11月には、産学行政連携で立ち

上げた「ＫＡＮＳＡＩ戦略会議」でございま

すが、ここにおきましては関西等でのニーズ

調査や意見交換等をもとにしたマーケティン

グ戦略を練り上げ、それを羅針盤として、今

後の熊本のイメージ確立やブランド力の向上

に資する具体的な取り組みを進めてまいるこ

ととしております。

このような取り組みを着実に推進して、新

幹線の開業効果を県内全域に及ぼしてまいり

たいと考えております。

なお、新幹線熊本駅から阿蘇くまもと空港

に至る高速交通拠点間の交通アクセスの改善

につきましては、短期策といたしましては、

この秋にリムジンバス及び豊肥本線からのシ

ャトルバスの試験走行を実施する予定として

ございます。

また、中長期策といたしましては、昨年度

に最も可能性のあるアクセス手法として絞り

込みました豊肥本線の延伸につきまして、事

業概要案を固めて、ＪＲ九州や地元市町村等

の意見を踏まえた最終的な整理を行いたいと

考えているところでございます。

続きまして、新幹線を活用した観光振興に

つきましては、観光パートナーシップアクシ

ョンプランに基づきまして、これまでに磨き

上げた新しい観光素材等を活用し、４年後に

、 、迫った全線開業を見据え 新幹線沿線の福岡

広島、岡山、大阪などの大都市圏を中心に、

九州観光推進機構などとも十分に連携しなが

ら、観光情報の発信と観光客の誘客を図って

いくこととしております。

以上、各案件につきまして概要を御説明申

し上げましたが、詳しくは総室長及び各課長

から御説明申し上げますので、御審議のほど

をよろしくお願い申し上げます。

○小杉直委員長 それでは、議題(1）九州新

幹線について、執行部から事業概要の説明を

受け、その後質疑を受けたいと思います。

説明に当たっては、可能な限り簡潔にお願

いします。

なお、最初自己紹介をされた後、着座され

ての説明で結構でございます。

それでは、交通対策総室長から順次説明を

お願いします。

○小林交通対策総室長 交通対策総室の小林

でございます。１年間よろしくお願いいたし

ます。

それでは、着席して御説明をさせていただ

きます。

まず、お手元の資料でございますが、年度

の初めでございますので、１ページ目から追

って御説明をいたしたいと思います。

まず、１ページ目、１、九州新幹線につい

てでございます。

(1)の計画概要でございますが、九州新幹

線の鹿児島ルートにつきましては、平成16年

の政府・与党申し合わせで、22年度末の完成

が決定されたところでございますが、その後

工事の進捗におきまして、平成17年12月26日

には工事実施計画の最終認可がなされ、22年

度末の完成に向けて工事が進められていると

ころでございます。

全体の工事の概要でございますけれども、

主なところを申し上げますと、区間全体、博

多～新八代間の工事につきましては、距離12

9.961キロメートル、総工事費8,134億円とい

うことでございます。

工事完了予定が22年度末、それで平成18年

度の事業費が840億円、平成19年度当初事業

費が1,045億円ということで、完成に向けて

事業費が増加する傾向にございます。



- 4 -

次、２ページ目でございます。

②のこれまでの動きでございますが、主な

ところを申し上げますと、平成12年の12月、

政府・与党申し合わせによりまして、九州新

幹線鹿児島ルートの全線フル規格での着工が

決定した後に、平成16年12月16日の政府・与

党申し合わせによる前倒し及び完成時期の明

示と、17年12月26日には、駅の形態を含めま

した最終認可がなされておるところでござい

ます。

次に、３ページ目でございますが、建設促

進活動でございます。

各種要望活動を展開しておりますが、平成

18年度におきましては、ここに記載してござ

いますとおり、熊本県議会における新幹線対

策特別委員会の要望活動でございますとか、

18都道府県の要望活動、または九州新幹線期

、 、成会の活動 さらに熊本県の期成会の活動等

多岐にわたって関係者に向けての要望活動を

行っておるところでございます。

次に、４ページ目でございますが、平成19

、 、年度の要望活動の予定でございますが まず

方針といたしまして、22年度末の全線完成に

向けましては、今後20年度以降３年間必要事

業費として2,988億円 本県分としましては1,、

424億円が残となっておるところでございま

。 、す 19年度につきましては1,045億円と昨年

18年度比24％増となっておりますけれども、

今後22年度末完成するためには、平成20年度

以降の必要予算の確保に向けて、確実なとこ

ろに向けて、国等に対して要望活動を行って

いく必要がございます。

次に、今後、完成後の利便性の高い運行形

態を実現するため、東京・大阪方面の乗り入

れを初めとしてＪＲ等に対して運動を行って

おるところでございまして、大阪方面の直通

運転については、ＪＲ３社で実現に向けての

課題の整理を進めておるというところでござ

いますけれども、今後はこの大阪方面への直

通運転については早期にＪＲ３社での合意の

もとに、さらに東京方面またはその他の運行

形態についての要望活動を国またはＪＲ等に

対して行っていく予定としております。

要望内容につきましてはここに３点ござい

ますが、22年度末の全線完成に向けた整備の

促進、特に財源の確保、次に利便性の高い運

行形態の実現、さらには新幹線開業に伴って

発足しました第三セクターに対する支援策の

確立ということで要望を行いたいと考えてお

ります。

次に、５ページ目でございますが、19年度

の活動の内容といたしまして、既に５月31日

までの活動が終わっております。５月23日に

は、整備新幹線の18都道府県の要望活動、31

日には与党整備新幹線建設促進プロジェクト

チームでの要望ということで、――副知事が

参って、九州新幹線の建設について要望をし

てまいったところでございます。そのほか、

８月以降順次活動を展開してまいりたいと考

えておるところでございます。

次に、６ページ目でございますが、国等へ

の要望について、その予定が書いてございま

す。

７ページ目ですが、本県の財政負担につい

てということで、博多―新八代間、負担金総

額1,353億円、今後20年度以降に482億円とい

う数字を計上しておるところでございます。

次に、参考として財源スキームが書いてご

ざいますが、国３分の２、地方３分の１とい

うことで、19年度につきましては県負担で15

7億円というようにしておりまして、その財

源スキームを記述しておるところでございま

す。

交通対策総室、以上です。

○長野新幹線都市整備総室長 新幹線都市整

。 。備総室長の長野です よろしくお願いします

座って失礼いたします。

資料は８ページでございます。

(3)の九州新幹線鹿児島ルートの事業費の
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進捗でございますけれども、まず事業費ベー

スの進捗でございますが、博多～新八代間の

総事業費は8,134億円でございまして、この

うち熊本県内の事業費は4,066億円となって

おります。

19年度の事業費は、政府予算におきまして

九州新幹線鹿児島ルートに1,045億円の配分

がございまして、このうち本県には483億円

の配分がなされたところでございます。その

結果、県内の事業費のこれまでの進捗が65％

となることになります。

それから、次の中ほどの博多―新八代間の

用地の取得状況でございますが、５月末で全

体では96％でございますが、熊本県内につき

ましては99％が完了しております。残る用地

につきましても、道路や水路のつけかえなど

が主でございまして、新幹線本線の工事に影

響を及ぼすものでもございませんけれども、

引き続きねばり強く権利者の理解を求めてい

るところでございます。

それから、次のページにかけてでございま

すが、新幹線の土木工事につきましては、博

多―新八代間のすべての工事が発注済みと聞

いておりまして、熊本県内におきましてもト

ンネルや高架橋工事など、17年度末までに発

注が完了しておりまして、県内の土木工事は

５月末で61％の進捗となっております。

その中で、トンネルにつきましては、県内

に10本のトンネルがございますが、既に９本

が貫通しておりまして、残る新田原坂トンネ

ルにつきましても、来年の夏ごろの貫通に向

けて今順調に工事が進められております。

また、高架橋等についてでございますが、

現在新玉名駅付近、玉東町で工事が進められ

ておりまして、さらに連続立体交差事業の並

行区間でもございます熊本駅から上熊本駅付

近や、それから熊本市白藤から川尻付近につ

きましても昨年度から工事に着手しておりま

、 。して 高架橋が姿をあらわしてきております

このほか、富合町の総合車両基地につきま

しては、昨年から盛り土工事に着手しており

まして、現在地盤の安定を図る工事が進めら

れております。今後は、熊本駅や新玉名駅の

駅舎工事や、富合町の総合車両基地の建物、

機械設備のほか、高架橋上の軌道工事などが

順次進められていく予定でございます。

次のページでございますが、その他で、新

幹線熊本駅と新玉名駅の駅舎デザインにつき

ましては、県民の皆様からの意見等を踏まえ

まして、事業主体でございます鉄道・運輸機

構が５月末に決定いたしまして公表されたと

ころでございますが、今後は機構としまして

は、本年度中に実施設計を行いまして、順次

建設工事に着手する予定というふうに聞いて

おります。

以上でございます。

○小林交通対策総室長 交通対策総室でござ

いますけれども、新幹線の開業３年目の利用

状況でございまして、１日平均、開業３年目

につきまして9,000人を超えております。平

成19年の３月18日現在でございますが、500

日当初の予想より早まって1,000万人を突破

したと、そういう報告を受けております。

以上です。

○梅本地域政策課長 11ページの九州新幹線

を活用した熊本づくりを担当しております地

域政策課長の梅本でございます。

11ページの(4)でございますが、最初のと

ころに、新幹線熊本づくりの目標なりねらい

なりを書かせていただいております。

第２段落のところですけれども、日常行動

圏が片道１時間圏、約５倍に膨れ上がります

、 ． 、し また大阪などの日帰り圏は１ ５倍へと

全線開業により交流人口の大幅な増加が見込

まれております。

、 、このようなことをとらえまして 時間短縮

あるいは商圏の大幅な拡大等の開業効果を、

交流・定住・雇用の各分野に幾重にも波及し
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ていく必要があると考えておりまして、この

取り組みを行っております。

このため、全線開業を見据えて、県外から

たくさんの方々に訪れてもらい、移り住んで

もらい、また買ってもらえるように県民、各

機関、各団体及び県・市町村が一体となって

取り組んでおります。

これまでの取り組みでございますが、１の

ところに書かせていただいておりますが、平

成17年６月７日に、新幹線くまもと創りプロ

ジェクト推進本部を立ち上げております。具

体的には交通分野、交流促進分野、農林水産

業・商工業振興分野、住みやすい熊本実現の

各４つの部会を設けまして検討を進めており

ます。プロジェクトの推進期間といたしまし

ては、22年度末を一区切りとし、連続立体交

差の基盤整備がおおむね終了する30年までを

目標年度にとらえまして取り組みを行ってお

ります。

12ページでございますけれども、そのよう

な本部の取り組みとあわせまして、各地域振

興局単位に11の地域推進本部を設けまして、

各地域振興局単位で同じような各機関を集め

まして、一緒になって取り組みを進めている

ところでございます。

２番目が18年度までの主な取り組みでござ

いますが、分野別ごとに書かせていただいて

おります。

まず、交通分野でございますけれども、主

なところだけ御説明申し上げますが、阿蘇、

天草など方面別の交通アクセスを強化しなく

てはいけないということで、鉄道あるいはバ

ス、それから船、いろんな事業者の方々が集

まっていただいてアクセスを強化していこう

という推進協議会を立ち上げまして、ダイヤ

の調整などを行っていただいております。

また、３番目のポツですけれども、ＳＬあ

「 」そＢＯＹにかわる新たな観光列車 あそ1962

が既に阿蘇方面の観光列車としてスタートし

ております。

また その下の南阿蘇鉄道には デュアル・、 、

モード・ビークル――バス機能と鉄軌道機能

をあわせ持った交通機関の導入に向けた検討

部会の設置が行われております。

さらに、その２つ下ですけれども、熊本―

人吉間で蒸気機関車、旧ＳＬあそＢＯＹです

けれども、これを熊本―人吉間で運行するこ

とが決定しておりまして、平成21年夏に向け

て準備が進んでおります。

、 、続きまして 交流促進分野でございますが

２番目のポツに書いておりますが、鞠智城の

国指定の国営公園化を目指しまして、期成会

の設立等の取り組みが始まっております。

また、13ページの一番上ですけれども、永

青文庫の県立美術館での常設展示が決まっ

て、大きな交流人口の増加の契機になるので

はないかと期待されております。

また、丸で２つ書いておりますが、県境連

携、県内連携も進んでおりまして、例えば阿

蘇地域と大分県竹田市が連携しましてエコツ

ーリズムを展開する。あるいは県内では菊池

川の温泉郷づくりということで、菊池川の温

泉郷の観光ルートの検討とか、モニターツア

ーの実施などが玉名、鹿本、菊池の連携で行

われております。さらに、八代、芦北、球磨

の連携によって、広域観光の観光ルートづく

りなども行われております。

３番目に、産業振興の分野でございますけ

れども、農村の活性化につなげようというこ

とで、熊本のツーリズム、農家民泊とか、農

家レストランなどのツーリズムを盛んにしよ

うということで、39の団体が一緒になってツ

ーリズムコンソーシアムを設立いたしまし

て、取り組みが本格化しております。

また、次の次のポツですけれども、地域団

体商標、地域ブランドと申しておりますが、

国の認定を受けまして球磨焼酎、黒川温泉、

阿蘇たかな漬け、熊本名産からし蓮根の４つ

が認定されておりますが、これに続きまして

そのほかのブランドも地域ブランドの指定を
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目指しております。

また、４番目に、住みやすいということで

ございますけれども、新幹線の交流人口をい

きなり定住に結びつけるのは難しゅうござい

、 、ますけれども １番目のポツであります定住

移住・交流居住の促進連携会議というのを、

市町村と一緒になって県がつくりまして取り

組みを本格化させております。

具体的には、ＪＲ宇土駅周辺、それから松

橋周辺などの整備がかなり進んでまいりまし

て、定住人口に新幹線開業を結びつけようと

いう具体的な取り組みなどが見えておりま

す。また、玉名では、福岡都市圏などをにら

、 。みまして ニーズ調査が実施されております

14ページでございます。２）で「ＫＡＮＳ

」 、ＡＩ戦略 を書かせていただいておりますが

先ほど部長からありましたように、関西方面

をターゲットにして戦略を組み立てようとい

う動きを始めております。

19年２月には、大阪で有識者と意見交換を

実施しましたし、例えばポツの２番目にあり

ます大阪での熊本観光と物産展などの具体的

な取り組みもあわせ行っております。

続きまして、15ページが19年度の取り組み

でございますけれども、主だったところを書

かせていただいておりますが、本部といたし

ましては、１）の年２回程度本部会議を開催

する予定でございますが、来月４日には本年

度の第１回の会議を予定しております。そこ

では、先ほど言いましたＫＡＮＳＡＩ戦略の

大まかな方向性について議論をいただき、方

向性を組みたいと思っておりますし、また取

、 、り組みの拡大を図るために 民間のリーダー

あるいは推進団体の方々に応援隊のような形

で委嘱をいたしまして取り組みを、すそ野を

拡大していいただきたいと考えております。

19年度のプロジェクトの方向性といたしま

しては、とりわけこのＫＡＮＳＡＩ戦略につ

きまして２つの分科会、産品ブランドとそれ

から交流を拡大するという２つの分科会を設

置いたしまして検討を進める、11月をめどに

。 、取りまとめを行いたい思っております また

具体的な取り組みにつきましても、調査等の

ほかに物産展などの取り組みを行っていきた

いと考えております。

交通分野につきましては、先ほどの交通事

業者間の連携をさらに強めまして、とりわけ

阿蘇・天草方面におきましては二次・三次交

通アクセスの実地調査等を実施しまして、改

善策を取りまとめていきたいと考えておりま

す。

交流促進分野につきましては、観光パート

ナーシップアクションプランを踏まえなが

ら、幅広い交流というのを各地の地域推進本

部などと連携して取り上げていきたいと思っ

ております。

また、産業振興分野につきましては、16ペ

ージになりますけれども、先ほど言いました

ツーリズムの確立に力点を置いて進めていき

たいと考えております。

、 、また 住みやすい熊本実現につきましては

市町村との連携会議を立ち上げておりますの

で、各市町村の取り組みをどのようにして支

援していくかを連携して検討し、取り組みに

対応していきたいと考えております。

そのほか、地域推進本部におきましても、

新たなプロジェクトの追加、取り組みの拡大

等を図ってまいりたいと考えております。

以上でございます。

○小林交通対策総室長 お手元の資料17ペー

ジ目をお願いいたします。

阿蘇くまもと空港へのアクセスの改善とい

う項目でございます。

鹿児島ルートの全線開業後、熊本駅から阿

蘇くまもと空港への交通アクセスについての

高度化、定時性の確保といったことが重要で

あるという観点から、まずは新幹線開業まで

の短期的な施策と、今後さらに時間をかけて

検討していく中長期的施策に分けて整理検討
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を行っているところでございます。

短期的な施策につきましては、リムジンバ

スの改善と豊肥本線の駅から空港までの空港

シャトルバスとの連携策、これを基本としま

して、道路混雑を回避しながら定時性を確保

する、または速度をアップさせる施策につい

て検討を進めており、本年度は、まずリムジ

ンバスについては現在のルートとは異なるル

ートを３ルート設定いたしまして、秋ごろ約

１週間ずつ試験走行を行いたいと考えておる

ところでございます。

また、シャトルバスについても同様に、１

週間ずつの試験走行をことしの秋に行うとい

うことで、現在、詳細な調査を進めておると

ころでございます。

別に、中長期的施策につきましては、用地

取得でありますとか、構造物の建設を伴う等

大きな投資が必要であるということから、さ

まざまな観点から検討してまいりましたけれ

ども、その中でアクセス手法として可能性が

あるであろうということで絞り込んでまいり

ました豊肥本線の延伸につきましては、本年

度沿線周辺のまちづくりを含めた開発可能性

でありますとか、豊肥本線側への影響、ダイ

ヤ等への影響などについて事業概要を検討し

ておりまして、ＪＲ九州でありますとか、地

元市町村等の意見を踏まえつつ最終的な整理

を行いたいと考えておるところでございま

す。

以上です。

○守田観光物産総室長 九州新幹線を活用し

た観光振興を担当します守田でございます。

説明資料の18ページをお願いいたします。

九州新幹線を活用した観光振興に当たって

の基本的な考え方でございますが、平成23年

春に迫りました九州新幹線全線開業は、県内

各地のすばらしい魅力を全国に情報発信する

絶好の機会ととらえまして、17年度から観光

パートナーシップアクションプランに基づ

き、積極的な事業展開を図っております。

19ページをお願いいたします。

１、これまでの取り組みでございます。

①新くまもと大型観光キャンペーンとし

て、平成17年から発掘、磨き上げてきました

「宝」を含む県内各地域の観光素材について

情報発信を行うため、熊本観光キャンペーン

「熊本よか旅応援団」を実施いたしました。

このキャンペーンでは、パンフレットを作

成いたしまして、九州の主要駅や高速道路の

サービスエリアなど270カ所に設置し、多く

の方に本県の観光地としてのすばらしさをお

伝えしたところでございます。

また、博多駅でキャンペーンイベントを延

べ27日間にわたり実施しましたし、ＲＫＫ熊

本放送「週刊山崎くん」等観光番組を作成を

いたしまして、熊本及び福岡で放送をしたと

ころでございます。

また、②ＪＲ九州と連携したキャンペーン

の展開でございます 「熊本よか旅応援団」。

と同時期の昨年10月からことしの３月にかけ

、 、 、まして ＪＲ九州 長崎県とタイアップして

本県と長崎県の温泉や食など、特色ある観光

素材を対決させる方式で観光ＰＲを行う「長

崎ＶＳ熊本キャンペーン」を実施いたしまし

た。

25万部のパンフレットやポスターを作成を

いたしまして、九州内の各駅に配置、掲示し

ますとともに、九州各テレビ局におけるスポ

ット広報を初め、広島、岡山のテレビ番組や

全国で販売されている雑誌などを活用し、キ

ャンペーン内容を告知したところでございま

す。

その結果、先ほどの「熊本よか旅応援団」

との相乗効果により、キャンペーン期間中の

ＪＲを利用して本県へお越しになった観光客

数は、対前年度比39％増の成果を上げること

ができました。

20ページをお願いいたします。

③新たなイメージキャンペーンでございま
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すが、本県の持つ優しさやいやしというイメ

ージを大都市圏に向け発信しようと、絵本作

家の葉祥明氏がデザインした観光ポスター

「こんなところに行ってみたいな」３部作を

作成し、銀座熊本館の壁面、大阪の地下鉄、

西鉄の福岡駅構内等に掲示しました。なお、

このポスターは、本年、日本観光ポスターコ

ンクールで銀賞を受賞するなど、高い評価を

いただくことができました。

次に、④その他の主な活動といたしまして

は、福岡地域、広島地域で旅行会社、マスコ

ミを招待して、観光商品造成に結びつける熊

本観光マーケットを実施したり、関西地区で

は熊本県の観光と物産展を実施したところで

ございます。

21ページをお願いいたします。

２の平成19年度の取り組みについてでござ

、 、いますが 九州新幹線全線開業を視野に入れ

さらなる県内各地域の観光素材の情報発信を

行うため、先ほど御説明がありましたが、関

西戦略と連携しながら、九州各都市や新幹線

、 、 、沿線の広島 岡山 大阪などの都市を中心に

①の九州新幹線全線開業準備キャンペーンを

今年度は２回実施するとともに、新たに発行

することにしております季刊誌やインターネ

ットを活用いたしまして、本県の観光情報を

積極的にアピールすることといたしておりま

す。

次に、②の熊本城築城400年祭等に係る宣

伝活動につきましては、来年春の本丸御殿大

広間の完成や県立美術館におきます永青文庫

常設展示開始前の来年１月に、全国のＪＲ主

要駅1,460カ所に５連張りポスターを掲示い

たしまして、熊本城築城400年等を活用した

熊本観光の宣伝活動を行うことといたしてお

ります。

22ページをお願いいたします。

（2）九州観光推進機構等と連携した活動

の①旅行商品開発でございますが、今年度は

女性にアピールできるテーマを中心に、40ル

ート程度を開発することといたしておりま

す。

次に、②観光ボランティアガイドつきの定

時ツアーの促進による観光素材開発でござい

ます。長崎市が開催をいたしました「長崎さ

るく博」が好評を得ておりますことから、九

州全域で観光ボランティアガイドつきの定時

ツアーに取り組むことといたしております。

現在、九州全体で30コースが取りまとめられ

ておりますけれども、本県からは８コースの

応募があっており、新たな観光素材とすべく

九州全体で取り組んでまいります。

さらに、③旅行商品販売促進活動につきま

しては、九州観光推進機構加盟の旅行会社11

社の東京、大阪、名古屋、福岡の各支店・本

店等に対し、本県観光のＰＲ活動を実施して

いるところでございます。

次に、④関西圏地域でのＰＲについては、

ＪＲ西日本とのタイアップにより、九州の観

光情報増大を図ることといたしております。

ＪＲ西日本のＰＲ誌５月号では、熊本駅―宮

地間を走る観光列車「あそ1962」や阿蘇地域

の情報を掲載するなど、九州新幹線全線開業

を念頭に置いた広報宣伝活動を行っており、

今後も関西・中国圏での本県観光のＰＲ活動

を積極的に実施することといたしておりま

す。

以上でございます。

○長野新幹線都市整備総室長 新幹線都市整

備総室でございます。

資料は23ページをお願いいたします。

新幹線新駅周辺整備について御説明いたし

ます。

熊本駅周辺整備につきましては平成17年６

月、それから新玉名駅周辺整備につきまして

は平成18年２月に整備基本計画が作成されて

おりまして、この計画に基づきまして推進し

ているところでございます。

(1)の熊本駅周辺整備でございますが、ま
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ず連続立体交差事業ですが、これは熊本駅付

近から上熊本駅付近まで鹿児島本線の約６キ

ロメートル、それから豊肥本線の約１キロメ

ートルの在来線を高架化し、また関連する街

路を整備することによりまして、東西に分断

されていました市街地の一体化と踏切の除却

による交通の円滑化を図るものでございま

す。

この在来線の高架化は、新幹線全線開業後

の平成23年度ごろから大体本格化いたしまし

て、平成28年度の完成を目指しております。

次のページ、24ページでございますが、こ

こは連続立体交差事業に関連します基盤整備

についてでございます。

まず、県が事業主体となる春日池上線ほか

５路線と東口駅前広場の整備でございまし

て、恐れ入りますが、この青表紙の基礎資料

の資料４の図面をお開きいただきたいと思い

ます 「熊本駅周辺整備概要図」でございま。

す。

図面の右上に凡例を示しておりますが、新

幹線開業時までに完成予定の道路を緑色の実

線で示しております。また、在来線が高架化

された後、平成30年度までに完成予定の道路

を緑色の斜線で示しております。

そこで、番号②、資料の②とあわせてござ

いますが、春日池上線（１工区）でございま

す。これが新幹線開業時までには一応暫定２

車線で整備を行いまして、在来線が高架化さ

れました後に４車線で整備する予定でござい

ます。

次に、その下の方の番号③の春日池上線の

３工区につきましては、ここは平成22年度ま

でに４車線で整備する予定でございます。

それから、東口駅前の道路となります番号

、 、④の ニュースカイに行きます熊本駅北部線

それから番号⑦、白川の方に真っすぐ延びま

す熊本駅城山線及び番号⑥の駅前から今度新

しくできます新合同庁舎付近までの熊本駅帯

山線につきましては、新幹線開業時までにこ

こは４車線で整備する予定でございます。

さらに、番号⑨の東口駅前広場、現在の駅

舎の前でございますけれども、東口駅前広場

につきましては、新幹線開業時までには暫定

整備を行いまして、在来線高架化後の平成30

年度までに全体整備をする予定でございま

す。

このほか番号⑤の新町戸坂線、番号⑧の池

田町花園線につきましても、在来線高架化ま

でに整備する予定にしております。

次のページの25ページでございますが、こ

れは熊本市が……

○小杉直委員長 図面はあけたまま……。

○長野新幹線都市整備総室長 はい。熊本市

が事業主体となる周辺整備でございますが、

図面上では今度は黄色で同様に示してござい

ます。

番号⑩の熊本駅の西土地区画整理事業につ

きましては、新幹線開業時までに区域内の春

日池上線２工区を暫定２車線で整備するとと

もに、西口駅前広場や熊本駅西口線とか田崎

春日線の道路も完成予定ということで聞いて

おります。

また、番号⑪の熊本駅東Ａ地区の市街地再

開発事業も、新幹線開業時までに完成予定と

いうふうに聞いております。

次の26ページをお願いいたします。

（ ） 、2 の新玉名駅周辺整備でございますが

これはまた恐れ入りますが、基礎資料の次は

資料５の図面をお開きいただきたいと思いま

す。

そこで、県が事業主体となりますアクセス

道路でございますが、番号①の玉名立花線、

これにつきましては図面で赤色の実線で示し

ている区間、玉杵名大橋付近から国道208号

の玉名バイパスまでの区間ですが、これを新

幹線開業時までに２車線で完成予定でござい

ます。
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また、番号②の新玉名駅と玉名八女線を東

西に結ぶ道路につきましても赤で示しており

ますが、新幹線開業に向けまして整備してい

く予定でございます。

次に、番号③の国道208号玉名バイパス、

これは国の直轄事業でございますけれども、

図面では菊池川を渡ります緑色の実線で示し

ている区間ですけれども、玉名山鹿線から現

在の国道までの約２キロメートル区間を、今

年度中に暫定２車線で供用開始する予定とい

うふうに聞いております。

以上でございます。

○梅本地域政策課長 地域政策課でございま

すけれども、大変恐縮ですけれども、お手元

にお配りしてあります新幹線対策特別委員会

資料の資料１というのが、Ａ４判の紙でござ

います。

熊本駅周辺整備につきましては、トップ会

議というのを平成18年10月に立ち上げまし

て、県と市とそれからＪＲ九州、あるいは経

済同友会、商工会議所の会頭なども参加いた

だいて、整備の方向性につきまして議論いた

だいております。本年３月に第２回のトップ

会議を実施いたしましたので、その資料１に

基づきまして御説明をさせていただきます。

議論の概要なんですけれども、３つござい

まして、１点目が、駅直近部の０番線、ＪＲ

が所有します０番線の用地の利活用の方法、

あるいは鉄道の高架下にかなり大きなスペー

スができますので、そこの利活用策につきま

して議論をいただいております。

具体的には、東西道路の、新しく東西に結

びます連絡通路をつくろうとか、あるいは駐

輪場を配置しよう、あるいは生活商業支援の

サービスゾーンを置こうといった内容につき

まして議論をしております。

２点目が、乗りかえの利便性をさらに向上

させるための方策を検討しております。とり

わけ、市電の駅舎への乗り入れにつきまして

議論を行いまして、技術的な側面も含めまし

て検討が行われております。

３点目が、駅舎のデザインでございますけ

れども、第１回目の会議で、駅舎そのものが

熊本らしいランドマークとなるような、イン

パクトのある駅舎としたらどうかというよう

な議論がありまして、県の方で世界的に著名

な安藤忠雄氏に依頼してデザインスケッチが

示されております。

２ページでございますけれども、高架の下

の、トップ会議におきますワーキング部会な

どを踏まえまして、トップ会議において提示

されました高架の下の利活用策の案でござい

ますが、大きく主要なところを御説明申し上

げます。

駐車場というのがえび茶色で丸で書いてあ

りますけれども、約1,300台程度の駐車場の

スペースを駅周辺に配置する計画でありま

す。

この下の方が、新幹線と在来線が左右に走

っておりまして、下の方に東口駅前広場、そ

れから上の方に西口の駅前広場というような

レイアウトになっておりますが、黄色のとこ

ろの高架の下に県産品市場と書いておりま

す。県産品市場につきましては県の方から、

ぜひ県産品を扱う、そういう訪れる方々に紹

介するような機能も含めまして設置したいと

いうことを申しておりまして、ＪＲも前向き

に配置の案等について検討してまいりまし

た。

丸で囲っております県産品市場の場所につ

きましては今のところ２つ案がありまして、

この「ラチ外コンコース」を挟んで左側と右

の方に、どっちにするかということについて

今後検討することになっております。

それから、水色で生活支援サービスゾーン

とありますけれども、これにつきましては医

療、介護、福祉などの機能をあわせ持った、

そういったものを配置したらどうかという案

でございます。
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また、東側と西側の居住者の方々の往来と

か生活利便性を考えまして、東西に結びます

連絡通路も２本矢印で書かせていただいてお

ります。左側の方と右側の方 「ラチ外コン、

コース」とあわせまして東西の利便性を高め

るという案になっております。

それから、駐輪場につきましては約1,600

台程度のスペースにつきまして、濃いブルー

で駐輪場１、駐輪場２と左右に書かせていた

だいております。

また、０番線が新幹線と在来線の線路の下

の方にありますが、０番線用地につきまして

は、複合機能ゾーンとして複合的ないろんな

機能を集約していこうという方向性が示され

ております。

次のページが新幹線の開業時の、いわゆる

暫定開業時の姿でありますけれども、在来線

のところについては利活用ができませんが、

新幹線の開業時にあっても新幹線の高架の下

につきまして、先ほど示しましたことに準じ

て利活用を図っていくということで検討資料

が出ております。

それから３ページ目が、市電の駅舎への乗

り入れにつきましてでございますが、左側に

ありますように、右の方が熊本市内、左の方

が田崎の方面になりますけれども、市電の一

、 、部につきまして 駅舎の中に引き込みまして

そのほかの市電につきましては田崎方面にも

流れるという、そういった案でございます。

市電を駅舎の中に入れますけれども、一番

奥の方につきましては歩行者の連絡通路を確

保するということや、あるいは赤のところで

四角で囲っております歩行者の横断のための

スペースが要るということで、この辺につき

ましては、歩行者の安全確保がどのように保

たれるかということについて、引き続き検討

することになっております。

また、デザインにつきましては、安藤忠雄

氏に依頼しておりましたデザインスケッチが

次のページでございますけれども、熊本城の

長塀を意識しましてデザインスケッチが示さ

れております。木造で、次のページとあわせ

まして駅のホームのスケッチがかかれており

ますが、県産材を活用しましたものが示され

ております。

その後のＪＲとの協議で、ＪＲ九州につき

ましても在来線の駅舎につきましては、この

安藤氏の示しましたデザインスケッチを踏ま

えて検討するということになっております。

以上でございます。

○小杉直委員長 それでは、執行部からの説

明は終わりましたので、質疑に入ります。何

かございませんですか。

○大西一史委員 御説明いろいろとありがと

うございました。私は昨年度も、改選前も新

幹線対策特別委員会に所属させていただいて

おりましたので、いろいろそこで議論をさせ

ていただきました。

その中でちょっと二、三お尋ねしたいこと

がございますが、今地域政策課の方からも御

説明あったトップ会議の関係の資料でござい

ます。その中で、これ３月の特別委員会の中

で、デザインスケッチを安藤忠雄さんにお願

いをしたと、委託が315万ぐらいだったとい

うことで、それが示されたというのがこのス

ケッチで、この２枚ですかね、２枚で315万

ということは、非常に高価なスケッチではな

いかなというふうに思います。

ただ、世界的な建築家の方ですから当然そ

ういう形なのかもしれません。ただ、この件

については既に議論を３月にさせていただき

ましたけれども、これは私はやっぱり安藤忠

雄さんという形で絞った経緯は、梅本さんの

方からも御説明ありましたのである程度は納

得をいたしましたけれども、今後こういうこ

とをやる上では、やはり一般競争入札までは

いくかどうかは別として、やっぱりある程度

――して開かれた形でいろんな方にお願いす
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るというのも、一つの手ではないかなという

ふうに思いましたので、そういうことを申し

上げさせていただきましたが……。

このスケッチが示された中で、今木造で県

産材を使ってということもあって、非常に自

然と森をイメージして、また知事がおっしゃ

っておるパークステーションというようなイ

メージも、この中にかなり込められているの

かなというふうに思いましたが、実際にこれ

を設計に移していく段階というのは、どうい

うステップを踏んでいくのか。

何か聞くところによると、デザイン会議を

やって、かんかんがくがくとした議論をこの

中でやるとか、そんなうわさも聞いておりま

すし、それからこれにプラスして、また知事

がいつもおっしゃっているユニバーサルデザ

インの視点であるとか、今後ＪＲが主体的に

リードして決めていくのかどうなのか、ちょ

っとその辺のプロセスを教えていただきた

い。

それからコストですね、新駅をつくる際の

コストが、県の負担も含めて各事業者間でど

ういう割合で負担をするようになっているの

かということを、まずは今後のスケジュール

も含めてですけれどもお尋ねしたいと思いま

す。

○梅本地域政策課長 地域政策課でございま

す。

○小杉直委員長 基本的には立って答弁して

ください。

○梅本地域政策課長 この安藤氏に依頼しま

して出てきましたデザインスケッチにつきま

しては、県の方で発注しまして示してきたわ

けなんですけれども、トップ会議の場に示し

まして、具体的には今後はＪＲ九州が駅舎の

基本設計を在来線につきましてはやりますの

で、ＪＲ九州がこれをどのように扱うかとい

うことがポイントになります。

これは一つの県の考え方としまして出しま

したから、ＪＲ九州の受けとめがどうかとい

うことになりますけれども、その後の、３月

以降のＪＲ九州との協議で、ＪＲ九州といた

しましても、この安藤氏のデザインスケッチ

を踏まえまして基本設計に入りたいという意

向が示されております。

ただ、これはあくまでデザインスケッチで

ございますので、コンセプトとか、あるいは

県産材とか、長塀とか、雄大さとか、そうい

ったものは示されておりますが、例えば窓の

配置とか、あるいは通気の問題とか、構造上

の強度の問題とかさまざまな点が今後検討さ

れなくてはなりませんので、そういった事柄

については基本設計の中で検討されていくも

のと考えております。

先ほど委員の方からデザイン会議との関係

を御指摘ありましたけれども、駅舎につきま

しても駅周辺のデザインとマッチングするよ

うに、あるいは一つの方向性といいますか、

そういうものが合ってくるような点からの検

討というのも今後行われていくことが必要だ

と思っております。

それから、委員からは、ユニバーサルデザ

インとの関連が御指摘ありましたけれども、

そういった機能面のことにつきましては、先

ほど高架の下にどういった機能を打ち込むか

ということにつきましても御説明しましたけ

れども、あわせまして機能性が保たれるよう

に、機能性を阻害しないようなデザインのあ

り方等につきましても今後検討をなされる、

それについては県としても一定の発言をして

いきたいと、そのように考えております。

○大西一史委員 あと予算の問題。

○梅本地域政策課長 コスト面につきまして

は、基本的には今後の、まあデザインスケッ

チが示されたばかりでございますので、今後
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の取り組みだと思っておりますが、予算のス

キームにつきましては、土木の方から御説明

いただければと思います。

○大西一史委員 大体どういう割合で負担を

していくのかということがちょっとわからな

、 、いですから ＪＲがどのくらいこれ見てとか

駅の建設に当たってですよ、その辺のちょっ

と概略ですね。今数字をびしっと示せという

わけじゃございませんから。負担割合です。

○長野新幹線都市整備総室長 安藤さんにつ

いては在来線の方のスケッチでございますの

で、基本的には連続立体交差事業の中で行わ

、 、れると思いますけれども そういった場合は

事業者の方がスキームとして７％負担すると

いう格好になっておりますけれども、ただ、

今の補助事業の中ではそうですけれども、実

際機能が、ＪＲが必要としている機能以上の

ことを求めれば、その部分は当然都市側、県

とか市の方に基本的に求められるのだろうと

いうふうに今のところは考えておりますけれ

ど、ちょっと今の段階ではまだはっきりわか

っておりません。

○大西一史委員 ということは、７％が事業

者側ということが決まっていて、あとの残り

の93％についてはどうなるかというのはまだ

わからないという……。

○長野新幹線都市整備総室長 連続立体交差

事業は、100％のうちにＪＲが７％負担して9

3％を都市側、県と市が負担する部分でござ

います。ただ、それはあくまでも補助事業の

中でのスキームですので、それ以上の機能を

今度デザインに求めれば、そこは県なり市に

負担を求められる可能性があります。

○大西一史委員 93％のうちの県の割合とい

うのは何％ですか。その半分ですか。

○長野新幹線都市整備総室長 県と市のスキ

ームでは７対３になっています。

○大西一史委員 ７対３。７が県。かなり県

にそういう意味では所有権があるというふう

に認識します。はい、わかりました。結構で

す。

今の議論の中では、とにかく私はデザイン

といろんな意味で景観も含めて調和をさせて

いく、それから知事がおっしゃっているパー

クステーションという非常に高尚な何といま

すか、理念のもとでこの駅周辺整備をしてい

くというのと同時に、駅、副都心としての機

能をここにきちんと盛り込んでいかなければ

ならないということで、非常に難しい問題が

かなりふくそうしているというふうに思いま

す。

今後の進め方についても、デザイン会議と

かの協議であるとか、検討会議の中の結果で

あるとか、この辺はかなりすっきり整理をし

ていかないと、何かぐちゃぐちゃに僕はなり

はしないかなという懸念を持っておるもんで

すから、その辺については御猶予いただきた

いということでございますので、よろしくお

願いいたします。

そのまま、ちょっと関連しますので続けさ

せていただいてよろしいですか、委員長。

○小杉直委員長 どうぞ。

○大西一史委員 よろしいですか。

それで、高架下の利活用について、先ほど

いろいろと図面を見ながらということで御説

明ありました。商業ゾーンであるとか、駐車

場であるとかいろんな利活用についてがある

わけですが、これは熊本駅周辺に限って言え

ばそうなんですが、それ以外のところも高架

下というのはかなり生まれるわけです。

いろいろとお話を聞いていますと、駅とは
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関係のないところの部分の高架下というの

が、やっぱり利活用が図られないともったい

ないということで、その高架の下になるよう

な自治会の方とかは、どうなるんだろうと、

今後その利活用、私たちまちづくりあたりで

とか自治会あたりで、そういうものが利活用

できるんだろうかということでいろいろと聞

かれることがあるんですが、その辺について

の検討は何かなさっておるんでしょうか。

○小杉直委員長 どなたにお尋ねですか。

○大西一史委員 これは土木の方ですかね。

要は、今は駅都市機能の配置ということで、

熊本駅に限って、その高架下に限っては御検

討なされていますけど、それ以外の効果がか

なり生まれるわけですね。つまり、駐車場に

するのかどうするのか、所有権も含めてどう

いうふうになっているのかということを、ち

ょっと御説明いただきたいと思います。

○長野新幹線都市整備総室長 基本的に在来

線の高架下はＪＲ、新幹線の高架下は機構の

所有になるかと思いますけれども、その高架

、 、下につきましては 基本的に大体利用可能な

駅舎などは除いた利用可能なところの15％程

度は都市側ということで、その部分は、15％

程度は自治体などで使えるようなことにはな

っておるようですけれども、そのあたりの協

議はまだ具体的にはしておりません。

○大西一史委員 今そのお話ありましたけれ

ども、実際にあれは機構が結局所有権として

は持つわけですね。ですから、機構側との話

し合いの中で、やっぱり地元の自治体の住民

の方、地域の住民の方のいろんなニーズがあ

ると思うんです。こうしたニーズをきちんと

反映をさせて、この高架下の利活用について

は駅前だけのことに視点を置かずに、その他

の地域はただ、よくありますけど、高架下で

駐車場になっているところもあれば、何か資

材置き場みたいにしてずっとバリケード――

バリケードというか、さくが張られて入れな

いというようなとこも結構よその地域では見

受けられますので、もし使える、安全性に問

題がなくて使えるようであれば、地元に開放

していくということもしっかり考えていただ

かなければならないのかなというふうに思っ

ておりますので、その点は答弁要りませんけ

れども、よろしくお願いしたいと思います。

――されるんであればどうぞ、部長。

○渡邊土木部長 高架下の利用につきまして

は、今、大西先生御指摘のように、まちづく

りの主体である熊本市、それと地元、それと

ＪＲとの協議をして、今後利用形態考えてい

きたい、検討していきたいと思っています。

今言いました15％については、これは都市

側ということで、我々の方でまたこれはまち

づくり、それこそ地元ときちんと協議してま

いります。そういった方向については、また

本委員会でもいろんな御相談、報告はさせて

いただきたいと思っております。

以上です。

○大西一史委員 はい、ありがとうございま

した。

○小杉直委員長 ほかにございませんか。

○西聖一委員 済みません、最後はデザイン

スケッチのことと関連しますけども、熊本県

は以前建築関係で、アートポリス構想という

やつでいろいろ建てましたけれども、ものす

ごく不評でした。これを見ても思ったんです

けど、一番最後の在来線のスケッチですけど

も、これはまさに北海道のさわやかな地方都

市ならこれで非常にマッチするかと思います

けれども、御存じのとおり熊本は夏は暑い、

そして冬は寒い、そして夏場は台風が来て、
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雨風がびゃんびゃん横風が吹くようなところ

で、こんな隙間だらけで、そして空調施設も

ないような駅ができるようであれば、本当に

使い勝手が悪いというか不評なことは見えて

いますので、先ほどの機能性を十分重視して

進めていくという話をお聞きしましたから、

ぜひともお願いしたいと思います。

今の新八代駅それから水俣駅の駅舎を見て

も、見た目は何となくデザインが映えている

ようですけども、恐らくは使い勝手は悪いん

じゃないかと思います。これができれば恐ら

く不評につながると思いますので、それに使

うお金は十分県民の税金をかけるわけですか

ら、使い勝手がいいようにぜひともお願いし

たいと思うんです。

○梅本地域政策課長 委員の御指摘の点につ

きましては、トップ会議におきましても、や

はり機能性を十分踏まえないと、デザイン先

行ではいけないという議論が十分あっており

ます。そこは今後も目配りしながらいきたい

と思っております。

○平野みどり委員 先ほど大西先生の方から

も、今後どう進めるのかと、デザイン実施設

計に向けてどういうふうに進めようかという

お話がありましたけれども、よく私たちが意

見を聞かせてくださいと、当事者としてです

ね、使い勝手がいいかどうかとか、バリアフ

リーだ、ＵＤだという視点でですけど、実績

は終わってごちごちになった段階で聞かれ

る、前の委員会のときも申し上げましたけれ

ども、そこにできるだけ早い段階でかかわれ

るようなプロセスというのが必要だろうと思

うんですけれども……。

水俣そして八代のときも私ども申し上げま

したけれども、今回はどういうふうな形でそ

こにしっかり御意見を反映されるおつもりな

のか、機構の方にどういう働きかけをしてこ

られるつもりなのかということをお聞きした

いと思います。

○小杉直委員長 どなたに質問されますか。

○長野新幹線都市整備総室長 新幹線の駅に

つきましては、委員おっしゃるとおり、水俣

とか八代のときにかなりいろんなデザイン関

係で、できてしまった段階で意見を聞いたと

、 、いう話が前例としてございますので 現在は

こないだ熊本駅と新玉名駅につきましてデザ

インが機構側から出ておりますけれども、今

後実施設計に入りますけれども、実施設計に

入る段階では既にあわせて関係団体に、市を

入れて、きょうも実は玉名で打ち合わせあっ

、 、ていますけれども 早目に意見をいただいて

前回の轍を踏まないようにしてまいりたいと

いうふうに今回は考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。

○平野みどり委員 業者の皆さんも、いろん

な建物や道路をつくられるときに経験は積ん

でいらっしゃると思いますけれども、それで

もやっぱりできてしまってから、ああ使い勝

手が悪いという部分があるんですね。ですか

ら、当事者や、そしてこういった部分にしっ

かりと造詣のあるというか、経験を積んでい

らっしゃる団体なり個人なりをピックアップ

してでも、しっかりと組み込んでいただいて

反映できるようにしていただきたいと思いま

すけれども、その点はいかがですか。

○長野新幹線都市整備総室長 今の平野委員

のおっしゃった意見は十分踏まえて、ピック

アップして、聞くべきところは聞いて、駅舎

等のデザインに反映させていきたいと思って

おります。

また、何かこういう団体がというのがあれ

ば、ちょっと教えていただきたいというふう

にお願いいたしておきたいと思います。
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○平野みどり委員 はい、わかりました。

引き続き、デザインのことで済みませんが

……。

30年後の絵ですけれども、駅周辺都市機能

配置図の。前、私、４年間、前回委員会に入

っていませんでしたが、その前この委員会に

入っていたときに申し上げた長距離バスとそ

して路線バス、この路線バスというのは、こ

の植栽の丸いところに位置するということで

考えてよろしいんでしょうか。長距離路線バ

スはどのような位置にあるのかお聞かせくだ

さい。

○梅本地域政策課長 資料の高架の下の図を

ごらんいただきながらの御質問だったと思い

ます。バス機能の配置につきましては、この

駅前のレイアウトで丸いところの周りにバス

、 、を配置するという 今この絵につきましては

現在の整備計画の絵をそのままかいてありま

す。これに当然市電を打ち込んだりしますの

で、駅前広場につきましては機能の見直しが

若干出てきます。それにあわせてバス機能と

いうことになってまいりますけれども、現在

はその周りに路線バスをと、そして左側の三

角形の敷地のところに長距離系をということ

で整備計画ができておりますが、これにつき

ましてのトップ会議ではまだ市電を入れるこ

とが中心に議論されておりまして、バスの再

編の動きとか、今後の動向を見ながらバスに

ついても十分対応していこうといった、大ま

かな合意の中で具体的な検討はまだ進んでい

ないという状況であります。

○平野みどり委員 わかりました。ぜひ前の

委員会で出している意見を反映させていただ

きたいというふうに思います。

バスも西の方に、東の方にと恐らく分かれ

ていくと思うので、そこら辺で込み合わない

ように、スムーズに乗りかえができるように

お願いしたいと思います。

○堤泰宏委員 小宮部長のあいさつの２ペー

ジ真ん中ですね 「なお、新幹線熊本駅から、

阿蘇くまもと空港に至る」ところですが、中

長期策として可能性がある豊肥本線の延伸と

いうところがございますが、これは中長期策

としてはいつごろの話でしょうか。これは新

幹線開業には間に合わないということですか

ね。間に合わないと何にもならぬです。

○小林交通対策総室長 空港アクセスにつき

ましては、全国の空港と比べましても、まず

50分以上の時間を要する、まあ主要駅まで50

分を要するという空港は全国で10にも満たな

い。そういう中で、熊本駅から空港までのア

クセスを短縮するということが大きな課題と

なっているわけでございます。

一方で、今４年間でできること、または今

後大きな事業費のかかるものについていつぐ

らいまでにするかと、これはしっかり分けて

考えるべきであろうということで、昨年、一

昨年度から調査を進めてまいりまして、まず

は４年後の新幹線開業までにはリムジンバス

をいかに高速化するか、50分を切って、でき

れば40分に近づけるという策を今検討してい

るわけでございます。

中長期策につきましては、例えば豊肥本線

でございますと、これを延伸するに当たって

約400億円近くかかる、これを熊本県として

これだけの投資をしていく覚悟を固めて決断

をするということについては、もう少しプロ

セスが必要であろうというふうに考えており

、 、まして 例えば仙台空港のアクセス鉄道でも

実際鉄道が開通するまでは15年程度かかって

おります。こうした時間感覚は持って取り組

むべきだと考えておるところでございます。

○堤泰宏委員 いや、お金の問題ですな。お

金がねぇならしょうがないですもんね。しか

し、早うお金つくって、なるべく早くつくっ
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てもろうた方がいいと思うです。それで、将

来はこういう計画があるということを、やっ

ぱり県民とかお客さんに知らしめておかなけ

ればいけないと思うです。

根本的には博多までが35分ですから、やは

り余り時間がかかると、博多まで行って福岡

空港で飛行機乗りますよね。やっぱり30分以

内というのが私は目標であると思う。お金の

400億というのは大した金じゃねぇですもん

な、県のあれからすれば。そんくらいはつく

りきらぬとだめと思うですね。ふるさとに帰

ってからつくってきてください （笑声）。

これは私が言わぬといかぬと思うもんです

から、ちょっと発言を申し上げます。

私の選挙区に小国町があるんです。非常に

デザインに凝った建物がたくさんあります。

小国ドームとか、皆さんたくさん御存じと思

いますけれども、デザインによっちゃだれも

来ませんもんね。観光客も一人も来ません。

やっぱり基本的に安くて長持ち、そして後

でメンテの要らないような、そういう建物を

私は目指されたがいいですね。原点に返った

がいいですね。デザインとか、そういうのは

はやらぬですね。デザインとか、ああいうの

はやはり東京の金持ちにつくらせて、我々は

400億のお金も不自由しているような立場で

ありますから、やはり銭のかからぬ、安くて

長持ち、メンテが要らない、そういうのを私

は目指されたがいいと思うです。

一回小国に来られたがいいと思うですよ。

たくさんありますよ、悪い例が。小国には北

里小学校かな、雨漏りばかりして、見かけは

宇宙の小学校みたいです、これは教育委員会

に聞かれて、雨漏りして使えないですよ。見

かけは宇宙の小学校、月の小学校ですよ、こ

れは。

ちょっと参考意見に述べておきます。余り

見かけのよかとは問題があるとばいた。

○小杉直委員長 ほかにございませんか。

○藤川隆夫委員 新幹線、当然開業した段階

において、住みやすい熊本というのは、これ

。 、は大事になってくると思うんです 定住促進

これからしていくということで、促進、連携

会議というのもできているというふうに聞い

ておりますけれども、熊本市はこの中に入っ

ているんですね。この中で熊本市のことが一

切書かれてないので、熊本市の考えというの

はある程度把握されているのかというのが１

点。

宇城地区にこういう形で進めていくという

話がありますけど、これと車両基地ができる

という話がずっと富合町の方から出ているか

と思いますけれども、それとの関連の付近は

、 。どうなっているのか その２点お願いします

○梅本地域政策課長 委員の御指摘のとお

り、この連携会議には参加を呼びかけました

ところ、県内のほぼすべての市町村が進んで

参加をなさいました。熊本市も参加いただい

ております。

具体的には、定住をいきなりするのはなか

なか難しゅうございますので、居住体験もし

てもらおうというプログラムを組んだり、あ

るいは東京とか大阪で募集をしたりとか、い

ろんな取り組みがそれぞれの市町村によって

異なります。市町村の状態とか、市町村の状

況によって異なりますので、我々の方としま

しては、メニューを県としてできるだけたく

さん示しまして、そして市町村がそれを採択

するということで考えております。

例えば、東京とか大阪でブースを設けまし

て、市町村ごとにブースに入っていただいて

勧誘するような、そういう取り組みにつきま

してお誘いをしております。熊本市につきま

しては、熊本市の都市型の定住対策というこ

とになりますと特別でございますので、今言

いましたような、どちらかというと過疎地域

とか、町村向けの対策とは別のアプローチも
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必要かと思いますけれども、まだ具体的に例

えばどこの地域を対象に定住人口をふやして

いこうとかいった事柄については、市との協

議は具体的に進めておりません。これから熊

本市も、そういう熊本市の特別な状況に対応

した定住策について、個別に相談に応じてい

きたいと考えております。

○藤川隆夫委員 わかりました。

では、熊本市は具体的にまだある程度何も

出してきていないという状況になるのかな。

○梅本地域政策課長 そうですね、私どもの

示しましたメニューには、まだ熊本市の方で

これを……

○藤川隆夫委員 熊本市が独自にメニューを

つくっているということはないわけ。

○梅本地域政策課長 それはあろうかと思い

ます。

○藤川隆夫委員 その付近の情報というのは

やっぱり仕入れとってもらわないと、結局通

。 、過駅になる可能性があるわけでしょう 結局

熊本市に多くの人口が住んでもらえるような

こと、例えば西部地区ですよ、今、農振いっ

ぱいかかっていますね、除外してそこに住ん

でもらう。住んでもらって、鹿児島だ博多だ

と仕事にいってもらえばいいわけですよ。熊

本は住みやすい環境をつくればいいわけじゃ

ないですか。

そのための方向性は、やっぱり熊本市と一

緒になって模索していかなければいけない時

期に私は来ていると思うんです。それはきち

っと熊本市の情報をとらえて、お互い話をし

ながらやっていってもらうというのが一番い

いんじゃないのかなというふうに思います。

そういう中で、県がやっぱり熊本市の状況を

把握していないというのではちょっと困るか

なというふうに思いますけれども。

○小杉直委員長 今の指摘に対して。

○梅本地域政策課長 熊本市が例えば雇用の

場といいますか、仕事の場としてはたくさん

ございまして、例えばオフィスの誘致とか、

製造業ではなくてオフィスを誘致しまして、

そしてそれに関連して定住人口をふやしてい

こうとか、そういった熊本市ならではの取り

組みというのが出てまいります。これにつき

ましては私ども優遇措置を商工部と一緒にな

ってつくっていったりとか、それから雇用の

場を確保しながら定住人口をふやしていくと

いったアプローチの仕方なども具体的にやっ

ておりますが、御指摘のような点につきまし

ては心得て、今後具体的な話を進めてまいり

たいと思っております。

○小杉直委員長 ２点目の方はどなた、２点

目の答弁者。

○長野新幹線都市整備総室長 確認ですけれ

ども、先生の質問は……

○藤川隆夫委員 富合地区に定住促進はして

いると。その背景として、そこから住みやす

い熊本の実現分野なる定住促進に向けた宇土

駅周辺とか、松橋駅周辺の整備の検討をされ

ているというふうにここに書いてありますの

で、それと先ほど言った車両基地とのリンク

、 。はあるのかないのか その付近を含めて……

富合町の町長さんなんかは、駅舎ができる

みたいな話をされているような話を聞きます

ので、それが本当なのかどうなのか含めて、

その関連等を含めて話を……。

○長野新幹線都市整備総室長 車両基地に関

連して富合町の方から、富合町に駅舎をとい

う話は出ておりまして、これは平成16年の９
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月に、富合町を主体としまして新駅設置の検

討を加えていくことで、鉄道・運輸機構と一

応確認書を交わしておりまして、その中にＪ

Ｒとか県・町も入りまして、一応駅設置の検

討会については立ち上げております。

それで、現在まだ富合町が具体的な基本設

、 、計に入っておりませんので それを見た上で

駅自体についてはどういう支援ができるの

か、どういう負担があるのかと、そういった

ところを詰めていく格好になるかと思いま

す。

○藤川隆夫委員 ということは、富合町の方

からの駅舎とかなんかの提案があってから、

それから検討を始めるという話にということ

でいいんですか。

○長野新幹線都市整備総室長 駅自体は一応

機構等も前向きに検討されておりますので、

あと条件が折り合えばそちらの方向に動き出

すとは思います。

○藤川隆夫委員 委員長、わかりました。

○九谷弘一委員 今のことに関連して。

富合の町長、駅のことについては大変な熱

意でやっていらっしゃるようであります。多

分、我々もおよそ、この対策委員会におった

ときには請願駅というふうに聞いておりま

す。だから、地元から先ほどは、今、長野さ

んのお話によりますと、４者で話し合って費

用負担の割合、我々が請願駅は９割が地元負

担というふうに認識をいたしておりますけれ

ども、今の話聞くとその割合は若干変わって

くるんだというふうにとらえていいのかどう

か。

でないと、町民はただでできるような駅み

たいにとらえておるもんだから、非常に勘違

いされると困ると思うから、その辺はやっぱ

り早く言ってもらわないと、あの財政の厳し

いところに、恐らく私は、５億ぐらいかかる

と思うんです、あの駅は。９割負担で4億5,0

00万になるですよ。それの負担割合ははっき

りやっぱり引導を申し渡しておかないと…

…。

町民は確かに、ただでできると、町長はそ

ういった言葉で話していますから、はっきり

しないと大変な誤解を受けて大変な目に遭う

のはどこか、町であるか県であるかという話

になってくると思います。それについてはど

うでしょうか。

○長野新幹線都市整備総室長 ＪＲも一応請

願駅ということで話を進めておりますので、

基本的には請願した側が負担するというの

は、これまでの請願駅でもそうなっておりま

すので、そういった格好になるかとは思いま

すけれども、富合町としては九谷委員がおっ

しゃるように、財政状況が厳しいのでなるべ

く負担は少なくという話が出ておるのは事実

でございます。

ただ、これにつきましても設置者のＪＲと

富合町の最終的な話し合いになると思います

ので、先生がおっしゃる９割というのは、従

来のところは大体９割を請願した側が負担し

ておるというのは事実でございますけれど

も、そのあたりは今後の話し合いの中でどう

なるかわかりませんけれども、基本は、請願

駅は請願した側で負担するというのが基本ス

タンスでございます。

○竹口博己委員 今おっしゃる、今のここの

議論は、小杉委員長が何とかということが出

てくるんだけど、新幹線の話ですか、在来線

の話ですか。

○小杉直委員長 在来線の話。

○竹口博己委員 失礼しました。
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○長野新幹線都市整備総室長 新幹線の車両

基地があるので、それをつくるかわりに、富

合町としては在来線に駅が欲しいと、町が。

○小杉直委員長 ほかにございませんか。

○大西一史委員 ちょっとまだいろいろ聞き

たいことがあったんですが、１つ、先ほどの

熊本駅については安藤忠雄さんなりなんな

り、いろいろ今から機能も考えていくよとい

うことでありますが、これに伴って在来線の

駅、例えば高架化に伴って上熊本駅あたりと

いうのはこれは大きく変わっていくわけであ

りますけれども、この辺については何か住民

の意見を聞いたりするプロセスというのはと

っておられるんでしょうか、駅舎整備を含め

てですけれども。

というのが、あすこでは私も少しはお手伝

いさせていただいたんですが、昔あった上熊

本駅の駅舎を移築をして、住民運動の中で移

築をして、熊本市電の電停のところに移築を

して残したというような、保存運動をしてま

ちづくりを積極的にやろうと思っている。そ

こまでやったにもかかわらず、あれは県費も

かなり投入し、市のお金も投入したんです。

それと同時に、今度は、では駅、上熊本駅

、 、舎の案ですね あれは運輸機構の案ですかね

どうなんでしょうか。ＪＲの案なのか機構の

案なのかよくわかりませんが、何か非常に平

面的というか、ただ単にコンクリートの塊の

ような駅であって、地元の方々からも、これ

だったら何のためにその辺の駅舎を移築して

までやったのかというのがよくわからない

と。

だから、やっぱりその辺の問題も含めて、

地元の意見を聞いてほしいという声が実は私

のところにはかなり届いておりまして、その

辺についての状況は、そういう話し合いも含

めて持てる状況なのかどうなのかということ

を、ちょっと教えていただきたいということ

が１つでございます。まずは……。

○小杉直委員長 答弁される前に、執行部の

方にはお願いしておきますが、なるべくなら

結論を先に申し上げていただいて （笑声）、

それに対していろいろ説明をしていただくと

いうことの方がスムーズな答弁になります

し （ それがよか」と呼ぶ者あり）質問者側、「

もそういう点で御配慮をよろしくお願いして

おきます。

○梅本地域政策課長 上熊本駅につきまして

は、県と市で半分ずつ補助を出し合いまして

これまでの駅舎を保存しまして、それを市電

の駅舎にかぶせました形の中で保存をいたし

。 、ました それはハードの保存だけではなくて

まちづくりなり、それを使った地域振興とい

うことが大変重要でございますので、私ども

も参加しながら、崇城大学とかと一緒になっ

て盛り上げていっているというところでござ

います。

駅舎のデザインとか駅舎のことにつきまし

ては、そういった地域の住民の方々のこれま

での取り組みの経緯とか、今の状況を踏まえ

ました中でせっかく盛り上がっておりますの

で、していただければなという感じは持って

おります。

○大西一史委員 ちょっと結論がよくわかり

ませんでしたが、とにかく話し合いをＪＲ側

なり機構側あたりとも、地元の人たちと意思

の疎通をしながら設計がなされるというふう

な状況であろうかどうなのかということです

けれども、それは土木の方ですかね。全くそ

ういう余地がないのか、それとも話を聞くの

かどっちかです。

○長野新幹線都市整備総室長 上熊本駅につ

いては、新幹線絡みで機構の方にどうのこう

のさせる話ではありませんので、機構にはち
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ょっと言えないと思います。ＪＲについても

今のところそういう話は土木の方ではしてお

りません。

○大西一史委員 ただ、全く何もしていない

ということですね。

○長野新幹線都市整備総室長 土木としては

していないということです。

○大西一史委員 では、要望として申し上げ

ますけれども、そういう住民の皆さんからの

声があるので、あそこはまちづくりの協議会

とかが既にできていますから、この前の駅舎

の移築に関してですね。ですから、機構が関

係ないというんであれば、ＪＲそれから県あ

たりと、そういう協議会あたりとも一緒にな

って、考えていただくという場をつくってい

ただきたいということを要望させていただき

ます。

はい、それで結構です。

済みません、続けてよろしいですかね。

それと、市電の駅舎への乗り入れに関して

は、先ほどトップ会議の資料の中で出ていま

したけれども、これについては平成30年ごろ

の都市機能配置案の中ではこれは位置づけら

れていません。それとは別に、市電の駅舎の

乗り入れに関してはこんな検討が今なされて

いますよということで資料をいただいていま

すが、この乗り入れに関してはまだ確定して

いないという認識でいいのかが１つでござい

ます。

○梅本地域政策課長 市電の乗り入れにつき

ましては、熊本駅の交通結節機能を強化する

という視点から、その方向性についてトップ

会議で合意がなされております。先ほど言い

ました歩行者の横断の安全確保とか、あるい

は技術的側面も含めまして、今引き続き検討

をしております。

○大西一史委員 結論としては、大体いつご

ろに出されるような感じなんですかね、見込

みとして。

○梅本地域政策課長 せっかくトップ会議と

いうものを昨年10月に設置しまして、ＪＲ九

州からも参加いただいておりますので、私ど

もとしましてはこのトップ会議を今後も継続

してやっていきたいと思っております。本年

中には次のトップ会議をと考えておりまし

て、それに向けて心構えとしましては、ワー

キング等で検討しているところでございま

す。

○大西一史委員 じゃ、今の答弁によると、

次のトップ会議までにはもう少し具体的な議

論ができるようにしたいということでござい

ましたですね。では、そういうふうに確認を

ざせていただきます。

それと、これにまた関連するんですが、熊

本駅城山線の方ですね、要は合同庁舎の方に

向けてサイドリザベーションということで、

電車が今、道路のセンターを走っていますけ

れども、それを合同庁舎側に寄せるというの

が、この委員会でも私も前にも議論させてい

ただきました。

この必要性については、私はいかがなもの

かなというふうにちょっと思っているところ

があるんですが、今回のお尋ねの中では、県

警の方に、交通規制の観点からのお尋ねでご

ざいますけれども、これはやっぱり横断上、

例えば車両の進入であるとか、そういったこ

とは非常に安全面という面から考えても厳し

いという面があるというふうに思いますけれ

ども、この沿道の例えばビルであるとか、そ

ういったところにサイドリザベーションが仮

にこういう形で設置されたとすれば、規制を

するのかしないのか。

要は、右折して例えば入れるようにすると
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か、左折してこの熊本駅城山線から市電の線

路をまたいで関係のところに入ることができ

るのかどうなのかということを、交通規制の

観点からもお答えいただきたいと思いますけ

れども、どう考えておられるのかお聞かせく

ださい。

○木庭交通規制課長 ただいまの委員の御質

問ですけども、今のところ具体的な検討はう

ちの課としてはやっておりません。ただ、こ

のサイドリザベーションの沿線に設置予定の

合同庁舎その他のビル等については、現時点

の認識としましては、この熊本駅城山線から

直接乗り入れる部分はないと、いずれも裏の

方からの乗り入れというふうに認識しており

ます。

その辺が変わりまして、この熊本駅城山線

から直接この沿線の施設に乗り入れるような

状況が生じましたら、その時点で交通規制が

必要であれば交通規制を実施しなければなら

ないと思います。その時点で、個々具体的に

その必要性については検討していきたいと思

っております。

○大西一史委員 今の御答弁によると、ここ

は全く車両の出入りというのは現時点では想

定されないので、規制のことについてはまだ

検討していない、そしてそういう必要が生じ

た場合に検討するということですね。

○木庭交通規制課長 はい。

、 。 、○大西一史委員 はい わかりました では

結構でございます。

○小杉直委員長 ほかに質問をされていない

委員さんはおられませんか。

まずは、手を挙げられましたから、平野委

員どうぞ。

○平野みどり委員 今のサイドリザベーショ

ンの件ですが、ちょっと確認ですが、駐車は

城山線の方でなくて裏の方から駐車場に入る

ような形で考えていて、直接サイドリザベー

ションの線路を横切って中に入っていく車両

は想定していないということでしょうか。

○木庭交通規制課長 この沿線に張りつく建

物の配置あたりを詳細に我々は聞いておりま

すので、今までの県等々からの話の中ではそ

ういうふうに我々は想定しておりますので、

この熊本駅城山線から直接サイドリザベーシ

ョンを乗り上げて施設に入っていくものはな

いんじゃないかというふうには……。

交差点がこの図面にありますように、熊本

、 、駅南線ですか この交差点等がありますので

この辺の交差点を利用されて、そしてこの裏

側に回られて、それから裏から入っていくと

。 、いうふうな形を一応想定しております ただ

状況が変わりましたら、また個々具体的に検

討していきたいと思っております。

以上です。

○平野みどり委員 では、県にちょっとお尋

ねしますが、当然合同庁舎の中でのレイアウ

トですね、駐車場などもそのような形で国の

方は考えられているということでよろしいん

でしょうか。駐車場は後ろから、裏からと。

そこら辺の意思疎通がきちんとできているか

どうかということを確認したい。

○小杉直委員長 梅本課長に次いで長野総室

長、簡単に、両者御答弁を簡潔にしてくださ

い。

○梅本地域政策課長 合同庁舎へのアプロー

チにつきましては、基本的には裏の方から駐

車場に入るといったことを承知しておりま

す。
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○長野新幹線都市整備総室長 電車通りから

合同庁舎までの間のサイドリザベーション区

間につきましては、その裏側に１本背割り道

路というのを一応入れる計画で現在検討がな

されております。

○平野みどり委員 わかりました。

○小杉直委員長 ほかにございませんか。

○九谷弘一委員 １つお伺いします。

操車場の下水関係、これはでき上がったと

きにどのくらいの下水量が出るのかが１つ、

もう１つは、その下水はどこに排出をされる

と考えているのか、その辺についてお答えを

お願いしたい。

○長野新幹線都市整備総室長 済みません、

申しわけございませんが、下水の排出量につ

、 、いてはちょっと今 宙にはわかりませんので

また後ほどお伝えしたいと思いますけれども

……。

下水の排出先につきましては、今のところ

宇土市の方につなぐ案と、あとまた熊本市の

方につなぐ案というのが両方ございます。そ

こら辺の関係につきましては、今のところま

だ町と宇土市、熊本市とも調整ができており

ませんので、どちらにつなぐかというのがま

だわかりません、今の段階では。

失礼しました。先ほどの量ですけれども、

１日当たり300トンから350トンですね。

○小杉直委員長 ほかにございませんか。

○九谷弘一委員 そうしますと、富合は熊本

市と合併しようといろいろと模索をされてい

るようでありますけれども、下水というのは

緑川だってこっちには来ていないはずですか

ら、その辺熊本市と協議はどうやってされる

のか。これは宇土市とはなかなか簡単にいき

ませんよ （笑声）あれだけこじれた話の中。

での相談ですから、富合町がそれにごあいさ

つもないわけですからね。だから、その辺に

ついて県がよほど中に立って音頭をとらない

と、簡単にはいかないというふうに思ってお

ります。それだけ御報告をしておきます。

○小杉直委員長 要望で結構ですな。

○九谷弘一委員 はい。

○小杉直委員長 ほかにございませんね。ほ

かにはないようでございますので、最後に私

の方から２点。

１点は、18ページ、１万人のもてなしスタ

ッフ養成に関連してという項目がございます

が、まだ熊本の一部のタクシーの運転手の方

々は、県外のお客さん、観光客等に対する親

切心というのが足りない意見、私自身もそれ

を体験したところでございますが、タクシー

の運転手さんに対してどのように考えておら

れるかが１点。

もう１点、都市機能配置等において、配置

案においてトップ会談があったというふうな

なにもありましたが、熊本は新幹線に伴って

安全安心、つまり治安というものを非常に売

りの１つにすべきだというふうに思うわけで

すが、交番、現在の交番は非常にわかりやす

く、お客にも、もちろん地元にも、県民にも

すぐ相談とか、――しやすいわけですが、今

回の駅舎等に関連して、交番はどのように考

えておられるか、県または県警どちらでも結

構ですが、答弁をお願いします。

○守田観光物産総室長 観光物産総室です。

先生御指摘のタクシーの件でございます。

パートナーシップアクションプランの中で、

今積極的に１万人のもてなしスタッフ育成と

いうことで進めておりまして、17年度で約60

0名……
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○小杉直委員長 結論を先に。タクシーの運

転手……。

○守田観光物産総室長 タクシーが約170名

の方々に受講をいただいております。今年度

も配置しまして進めることといたしておりま

す。

、 、○小杉直委員長 それに関しては 上吹く風

下吹く風といろいろございますが、俗っぽく

いいますならば、その広い運転手さんまで浸

透するように引き続き御努力をお願いしてお

きます。

交番の問題。

○黒木交通部長 交番の関係につきまして

は、委員長御指摘のように、交番そのものが

、 、あそこにあることで 地域のまず治安の問題

それから駅という不特定多数の人が出入りす

る場所でございますので、それの治安の問題

あたりも検討をしながら、部内でも施設整備

検討委員会あたりを設置をいたしまして、現

在の時点では、今申し上げました治安維持の

観点、それから駅を利用される方がやっぱり

交番も今すぐわかるように、そういうような

質問も当然あるわけですけれども、熊本駅前

のＡ地区に建設されております再開発ビル、

この中にただいま申し上げましたような、い

ろんな視点からの要件がかなうような配置を

お願いするということで、熊本市の方に現在

要望をしておるのでございます。

以上でございます。

○小杉直委員長 はい、わかりました。それ

では要望しておきます。

賛否両論がありますが、今、手取交番です

ね、再開発ビルの中にきちんとした交番がで

きておりますが、いい場所だという意見、市

民、県民にはわかりにくいという意見がござ

いますので、今回のこの新幹線開業に伴う交

番の位置は、いい場所を県警がしっかり吟味

していただいて、早目早目の要望を関係行政

等にされて、後で手おくれにならないように

遠慮のない御要望をしていただくように要望

しておきます。

以上です。

それでは、質疑はこれで終了いたします。

次に、議題（2）閉会中の継続審査につい

てお諮りいたします。

本委員会に付託の調査事件については審査

未了のため、次期定例会まで本委員会で継続

して審査する旨、議長に申し出ることとして

よろしいでしょうか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

○小杉直委員長 異議なしと認めます。それ

では、そのようにいたします。

その他として何かありませんか。

○福島和敏委員 ポスターコンクールで銀賞

を取ったと載っていますけど、まだ見たこと

がありませんので、できれば、もらえるか、

会場に張るか、よろしく。

○守田観光物産総室長 恐れ入ります。昨年

度作成のポスターだったもんですから、昨年

の委員会のときにここで発表させていただい

ておりました。ことしそれを表彰いただきま

したので、先生方にはお知らせするようにい

たしたところでございます （資料を示す）。

これをお配りしたいと思います。

○小杉直委員長 副委員長がその他で思い出

したそうでございますので、お願いします。

○井手順雄副委員長 私は、議会前に鹿児島

にちょっと用事があって行ったんです、１泊

で。そしたときに、夜、球磨焼酎ばどっかで

、 、飲まなんちゅうことで 酒屋に行ってもない

飲み屋さんに行ってもないわけです。そして
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また、今テレビの宣伝で 「黒霧島」の「馬、

」 、「 」 、刺で一杯 とか からし蓮根で一杯 とか

いかにも本州の人がそれを見たら、ああ、熊

本県はイモ焼酎を飲んでいるんだというよう

な私は認識があると思うんです。

そういった認識の中で、熊本県は観光物産

でもあるけれども、そういう商品のＰＲとか

なんとかで、やっぱり鹿児島はそういうとこ

ろは置かない地区であるといえども、ここに

行けば売ってありますよとか、そういうやっ

ぱり熊本県の営業というのは実践いただけれ

ばありがたいなということを思ったんですけ

ども、何かその辺ありますか。

○守田観光物産総室長 先生の御指摘、私も

そういうふうに思っておりますが、なかなか

民間の商売でございまして、先ほど申しまし

た全国に向けての情報発信の中で、球磨焼酎

は常に打っております、熊本県の球磨焼酎と

いうことで打っておりますが、よその県にお

いてどのような形でどこにあるのかというと

ころの把握までは、非常に厳しい状況でござ

います。

○井手順雄副委員長 よろしくお願いしま

す。

○小杉直委員長 ほかにありませんか。

○大西一史委員 これは質問ではなくて、委

員長にちょっと要望というか、あれなんです

が、資料もちょっと多くて、少し委員会室が

窮屈な感じがしますので、レイアウトを少し

考えていただくように、これ議会事務局の方

も御検討いただきたいと思います。

以上です。

○小杉直委員長 前向きに検討します （笑。

声）

ほかになければ、本日の委員会はこれで閉

会いたします。

午前11時49分 閉会

熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する

新幹線対策特別委員会委員長


